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長
崎
県
・
長
崎
県
ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い
づ
く
り

推
進
協
議
会
主
催
で
、
長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組

合
・
�
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会
ほ
か
二
十
三
団

体
の
協
賛
に
よ
り
、
十
月
十
日
に
佐
世
保
会
場
（
島

瀬
公
園
）、
十
月
二
十
三
日
〜
二
十
四
日
に
長
崎
会

場
（
夢
彩
都
よ
こ
お
く
ん
ち
広
場
）、
十
月
三
十
一

日
に
島
原
会
場
（
小
浜
温
泉
マ
リ
ン
パ
ー
ク
広
場
）

で
、「
省
エ
ネ
・
エ
コ
に
よ
る
健
康
で
安
全
な
住
ま

い
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
世
保
会
場

で
は
、
組

合
員
に
よ

る
棟
上
げ
、
丸
太
切
り
・
く
ぎ

打
ち
大
会
、
耐
震
実
演
コ
ー

ナ
ー
、
も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
、

又
、
建
設
長
崎
専
門
ブ
ー
ス
で

は
、す
の
こ
作
り
や
、婦
人
部
に

よ
る
鉢
花
販
売
等
を
行
い
、
こ

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
会
場
で
は
、
開
会
宣

言
の
後
、
当
推

進
協
議
会
の
八
名
の
理
事
（
金

子
三
智
郎
を
含
む
）
に
よ
る
釘

打
ち
の
後
、
も
ち
ま
き
で
開
幕
。

初
日
（
二
十
三
日
）
は
、
晴

天
に
恵
ま
れ
、
丸
太
切
り
、
釘

打
ち
大
会
、
組
合
員

に
よ
る
耐
震
実
演
を

行
い
、
又
、
建
設
長

崎
の
専
門
ブ
ー
ス
で

は
、
親
子
で
楽
し
め

る
木
工
教
室
で

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

チ
ェ
ア
ー
」
の
製
作

に
多
く
の
親
子
連
れ

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
和
太

鼓
演
奏
、
チ
ン
ド
ン

シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
（
二
十
四
日
）
は
、

朝
か
ら
生
憎
の
雨
で
、
午
前
中

は
客
足
も
少
な
く
、
抽
選
会
を

早
め
に
行
い
、
午
後
一
時
に
閉

会
。

島
原
会
場
で
は
、
実
行
委

員
長
の
開
催
宣

言
、
島
原
振
興
局
長
ほ
か
六
名

で
、
釘
打
ち
・
丸
太
切
り
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
組
合
員
に
よ
る

棟
上
げ
、
耐
震
実
験
を
行
い
、

会
場
の
組
合
専
門
ブ
ー
ス
で
は
、

会
員
の
匠
の
指
導
に
よ
り
、
す

の
こ
製
作
に
家
族
連
れ
が
真
剣

に
釘
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

仕
事
と
く
ら
し
の
危
機
を
打
開
し

建
設
国
保
を
守
り
ぬ
こ
う
�

全
建
総
連
第
五
十
一
回
定
期

大
会
が
、
十
月
六
日
�
か
ら
八

日
�
の
三
日
間
、
秋
田
県
「
秋

田
県
民
会
館
」
で
、
五
十
三
県

連
・
組
合
か
ら
一
、
五
二
五
名

の
仲
間
が
集
い
開
催
さ
れ
ま
し

た
。第

一
日
目
は
、
田
村
豪
勇
中

央
執
行
委
員
長
が
「
建
設
不
況

の
な
か
、
新
し
い
仲
間
を
増
や

す
運
動
に
全
国
の
仲
間
が
一
つ

と
な
り
取
り
組
も
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
来
賓
紹
介
・
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
第
五
十
年
度
経
過
報

告
・
財
政
決
算
報
告
・
会
計
監

査
報
告
が
あ
り
、
第
五
十
一
年

度
の
運
動
方
針
・
一
般
会
計
予

算
各
案
の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し

た
。二

日
目
は
、
十
一
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
各
専
門
部
の
議
案

に
つ
い
て
の
討
議
が
行
わ
れ
、

建
設
長
崎
の
代
議
員
九
名
と
一

般
参
加
七
名
も
各
分
科
会
に
分

か
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
三
日
目
は
、
前
日

に
行
わ
れ
た
分
科
会
の
議
長
報

告
が
あ
り
、
第
二
分
科
会
（
労

働
対
策
）
の
議
長
を
務
め
た
建

設
長
崎
の
石
田
書
記
次
長
が
議

長
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
本
会
議
で
は
、
第

五
十
一
年
度
の
運
動
方
針
・
予

算
各
案
な
ど
が
原
案
ど
お
り
決

定
さ
れ
、「
仕
事
と
く
ら
し
の

危
機
を
打
開
し
、
建
設
国
保
を

守
り
ぬ
き
、
七
十
万
人
の
早
期

回
復
を
」
と
し
た
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
役
員
選
出
で
は
、

建
設
長
崎
か
ら
中
央
執
行
委
員

に
相
川
哲
男
執
行
委
員
長
が
再

任
。最

後
に
全
員
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
終
了
し
ま
し
た
。
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長崎・佐世保・島原地区で開催 各
会
場
で
親
子
木
工
教
室
・
棟
上
げ

―
す
の
こ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
ー
を
作
成
―

御 礼
去る１１月１３日に開催しました
建 設 長 崎 結 成 ６５ 周 年
長 建 国 保 設 立 ４０ 周 年
専 門 学 院 創 立 ５０ 周 年
記念式典は皆様方のご協力で盛会裡に終了する
ことができました。ありがとうございました。

記念式典実行委員長 相川 哲男

秋田県民会館に１，５２５名集い
第５１回 全建総連大会開く

中央執行委員に相川委員長再任

秋田県

11

ゆれゆれ君体験する人たち
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建
設
長
崎
組
合
員
・
家
族
慰
安

大大
運運
動動
会会

大大
運運
動動
会会

大大
運運
動動
会会

県県下下各各地地よよりり880055名名がが集集うう

△本部旗を高々と掲げ、市内青年部長が掲揚ポールへ

雲ひとつない秋晴れの下、「建設長崎組合員・家族
慰安大運動会」が１０月１７日�長崎市琴海大平町の「北
部グランド」で開催されました。
昨年は、雨により開会式と福引きだけの運動会でし

たが、今年は天気に恵まれ、県下各地より大勢の参加
で賑わいました。

相川委員長金子県議

工
藤
副
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
の
後
、
長
崎
市
内
青
年
部

の
手
に
よ
り
大
会
旗
が
入
場
、

メ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
高
々
と
掲
揚

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
聖
火
が
入
場
。
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
は
、
東
長
崎
支
部

の
本
田
勇
さ
ん
が
行
い
、
聖
火

台
に
赤
々
と
点
火
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
実
行
委
員
長
の
相
川
執

行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

来
賓
あ
い
さ
つ
の
紹
介
、
祝
電

披
露
後
、
一
昨
年
度
の
優
勝

旗
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
返
還
。
選

手
宣
誓
で
は
佐
世
保
東
支
部
青

年
部
長
の
柳
光
輝
さ
ん
が
力
強

く
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
競
技
上
の
説
明
が

あ
り
、
準
備
体
操
で
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
幼
稚
園
、
小
学
生
に

よ
る
徒
競
走
の
部
で
午
前
中
の

競
技
が
開
始
。
各
種
競
技
、
技

能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
各
種
リ

レ
ー
の
予
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
食
時
の
テ
ン
ト
の
中
で
は
、

弁
当
を
囲
ん
で
懇
親
を
深
め
る

和
や
か
な
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。恒

例
の
福
引
も
次
々
と
特
賞

が
飛
び
出
し
大
盛
況
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
恒
例
の
ム
カ

デ
競
走
、
飴
食
い
競
走
、
け
つ

圧
競
走
、
玉
入
れ
な

ど
が
行
わ
れ
、
最
後
の
各
リ

レ
ー
決
勝
で
は
支
部
の
応
援
合

戦
に
も
熱
が
入
り
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

全
て
の
競
技
が
終
了
し
、
表

彰
式
の
後
、
相
川
執
行
委
員
長

よ
り
講
評
を
受
け
ま
し
た
。

閉
会
の
言
葉
で
は
、
丸
田
副

委
員
長
よ
り
厳
し
い
今
こ
そ
更

な
る
団
結
を
誓
い
、
来
春
の
県

議
選
必
勝
を
目
指
し
て
、
参
加

者
全
員
で
元
気
よ
く
「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
」
を
三
唱
し
て
運
動

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

聖火入場

選手宣誓

支部対抗リレー

［優 勝］ 佐世保東支部
［準優勝］ 佐世保中央支部
［３ 位］ 諫早支部

支部主婦会対抗リレー

［優 勝］ 諫早支部
［準優勝］ 北松支部
［３ 位］ 大村支部

支部青年部対抗リレー

［優 勝］ 大村支部
［準優勝］ 島原支部
［３ 位］ 諫早支部

諫諫早早 佐佐東東 佐佐中中諫諫早早 大大村村 島島原原

障害物競走

大大村村 諫諫早早 北北松松

みせつける時
、ダッシュ！

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５４５号 ２�長 崎



未来の活路を切り拓こう！

足は早いぞ！
誰もが１番になる気持ちで

釘打ちはおてのもの 技能オリンピック

福引競走“獲物は重いぞ”

組合結成６５年の歴史を糧に組組合合結結成成６６５５年年のの歴歴史史をを糧糧にに
未未来来のの活活路路をを切切りり拓拓ここうう！！

ボボーールルがが思思ううよよううにに飛飛ばばなないいよよ俺俺がが１１番番だだ～～ケツ圧競走は任せて！

やっと
ゴール！
疲れた～

玉入れ

白熱した応援

浦上西支部 松崎 與さん
（空気清浄器）

北松支部 池本 勇さん
（ホームベーカリー）

大村支部 副島俊哉さん
（ハンドミキサー）

浦上西支部 �口信夫さん
（ホットプレート）

福
引
特
賞
大
当
り

今こそ、若者
の力を

～早い者勝ちだよ～お昼前の「全員集合」

建 設毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）１１月１５日発行３�



中
央
支
部

平
戸
支
部

諫
早
支
部

大
村
支
部

中
央
支
部

茂
木
分
会
住
宅
デ
ー

〜
節
目
と
な
る
十
回
目
の
ま
つ
り
、
例
年
以
上
の
来
場
者
〜

十
一
月
三
日
�
、
中
央
支
部

茂
木
分
会
で
は
「
茂
木
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
に
協
賛
し
て
の
住

宅
デ
ー
を
総
勢
二
十
五
名
の
参

加
で
茂
木
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
で

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
十
回

目
の
区
切
り
と
な
る
祭
り
と

あ
っ
て
来
場
者
も
例
年
よ
り
多

く
、
開
始
直
後
か
ら
支
部
の
テ

ン
ト
に
は
多
く
の
錆
び
た
包
丁

と
生
臭
い
マ
ナ
板
の
山
が
築
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
友
誼
支
部
の

諫
早
支
部
よ
り
樋
口
支
部
長
が

陣
中
見
舞
い
に
駆
け
つ
け
、
テ

ン
ト
内
の
慌
し
さ
を
見
か
ね
て

マ
ナ
板
削
り
の
手
伝
い
を
行
っ

て
頂
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は

若
干
客
足
が
鈍

り
、
少
し
余
裕

を
持
っ
て
作
業

に
当
た
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
参
加

者
の
中
に
は
他

の
出
店
や
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
む

方
も
お
り
、
住

宅
デ
ー
を
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

（
内
野
幸
雄
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

田
森

勝

内
野

幸
雄

太
田

俊
一

太
田

寿
俊

山
口

龍
志

山
口
大
志
郎

大
平

高
好

小
川

友
也

石
橋

廣
喜

大
石

直

馬
渡

正
幸

手
水

鐵
吉

吉
岡

照
國

田
川

修

山
下

廣
造

高
尾

政
和

川
原

亀
喜

樋
口

義
雄

（
諫
早
）

馬
場
ヒ
ロ
子

川
原

幸
枝

内
野

計
子

馬
渡
ヒ
ロ
子

太
田

昌
子

山
口
美
佐
江

金
子
喜
久
枝

金
子
県
議

北
村
副
委
員
長

田
上
書
記
長

主
婦
会
日
帰
り
旅
行

ー
下
関

〜
日
常
生
活
を
忘
れ
、
楽
し
い
一
時
〜

十
月
三
十
一
日
�
、
平
戸
支

部
主
婦
会
は
下
関
へ
の
日
帰
り

旅
行
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
サ
ス
ペ
ン
ス
に
も
登

場
し
た
青
海
島
海
岸
怒
涛
の
波

に
感
嘆
し
、
あ
い
に
く
の
天
気

で
期
待
の
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
海

と
迄
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
等
で
も

度
々
見
か
け
る
美
し
い
角
島
大

橋
を
爽
快
に
渡
る
事
も
出
来
ま

し
た
。

七
名
の
参
加
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
道
中
の
疲
れ
も
何
の
そ

の
、
帰
り
は
た
く
さ
ん
の
お
土

産
を
両
手
に
抱
え
、
仕
事
や
家

事
か
ら
解
放
さ
れ
た
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
、
明
日
か
ら
の
活

力
源
と
な
り
ま
し
た
。

お
世
話
下
さ
っ
た
皆
様
、
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
戸
支
部

松
田
エ
ミ
子

住
宅
デ
ー

か

か

し

〜
お
も
し
ろ
案
山
子
祭
り
？
〜

台
風
も
無
事
に
逸
れ
、
秋
晴

れ
の
十
月
三
十
一
日
�
、
諫
早

支
部
で
は
、
二
年
ぶ
り
と
な
る

支
部
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。森

山
の
ふ
れ
あ
い
広
場
に
着

く
な
り
、
準
備
を
し
て
い
る
と
、

笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。
何
か

と
思
い
近
づ
い
て
み
る
と
、
早

く
も
一
升
瓶
を
傍
ら
に
横
た

わ
っ
た
男
性
が
。
酔
っ
払
い
？

と
思
っ
て
み
て
見
る
と
、
そ
の

正
体
は
案
山
子
で
し
た
。
あ
ま

り
に
も
リ
ア
ル
な
出
来
栄
え
に
、

通
る
人
は
皆
ビ
ッ
ク
リ
！
実
は
、

森
山
分
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
が

夜
に
集
ま
っ
て
、
作
成
し
た
ら

し
く
そ
の
数
五
体
。
よ
っ
ぱ
ら

い
、
大
木
を
き
る
人
、
乳
飲
み

子
と
お
母
さ
ん
。
そ
し
て
と
ど

め
は
木
製
の
バ
イ
ク
に
乗
っ
た

月
光
仮
面
で
し
た
。

包
丁
研
ぎ
？
…
勿
論
が
ん
ば

り
ま
し
た
よ
。
月
光
仮
面
に
見

守
ら
れ
て
、
怪
我
も
な
く
百
四

十
七
本
の
包
丁
を
研
ぎ
上
げ
ま

し
た
。

役
員
、
主
婦
会
、
分
会
の
皆

さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

そ
し
て
中
央
支
部
の
内
野
支
部

長
、
陣
中
見
舞
い
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
池
田
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

樋
口

義
雄

田
崎

義
光

石
丸

久

中
村

太
司

上
町

三
男

後
田

博
幸

森
田

友
喜

東

孝
弘

松
崎

雅
之

金
集

伸
一

村
上

昌
也

曽
根

豊
次

森
崎

晴
茂

山
口

吉
信

宗
塚

清
治

木
下

忠
明

中
尾

守

増
田

長
年

草
野

幸
正

辻

継
則

高
谷

義
信

渡
辺
智
恵
子

辻

百
合
子

石
丸

順
子

中
村
真
由
美

相
川
委
員
長

金
子
県
議

田
上
書
記
長

支
部
旅
行

〜
鮮
や
か
な
紅
葉
と
食
事
に
満
足
〜

十
月
三
十
一
〜

十
一
月
一
日
、
一

泊
二
日
の
日
程
で

「
別
府
市
内
＆
青

の
洞
門
・
宇
佐
八

幡
宮
・
杵
築
観

光
・
夢
大
吊
橋
・

阿
蘇
フ
ァ
ー
ム
ラ

ン
ド
」
に
支
部
旅

行
で
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
参

加
者
は
五
十
六
名

で
し
た
。
朝
八
時

に
バ
ス
二
台
で
出

発
し
、
ビ
ー
ル
・

焼
酎
・
日
本
酒
な
ど
各
人
好
き

な
物
を
飲
み
な
が
ら
、
最
初
の

目
的
地
で
あ
る
青
の
洞
門
へ
向

か
い
ま
し
た
。
耶
馬
渓
の
山
国

川
に
面
し
て
そ
そ
り
立
つ
競
秀

峰
の
裾
に
あ
る
洞
門
（
隧
道
、

ト
ン
ネ
ル
）
を
通
り
な
が
ら
、

ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
ノ
ミ
と
槌
だ

け
で
三
十
年
か
け
て
掘
り
抜
い

た
も
の
だ
と
い
う
説
明
を
聞
き
、

あ
ま
り
に
も
気
の
遠
く
な
る
当

時
の
作
業
に
皆
さ
ん
驚
い
て
い

る
様
子
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
宇

佐
八
幡
宮
へ
向
か
い
参
拝
と
昼

食
を
取
り
ま
し
た
。
お
い
し
い

食
事
で
お
腹
が
満
た
さ
れ
、
次

の
目
的
地
の
杵
築
の
城
下
町
へ

向
か
い
ま
し
た
。
長
い
緩
や
か

な
広
い
石
階
段
が
続
き
、
長
い

土
塀
や
白
壁
の
続
く
武
家
屋
敷

通
り
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
る
で

江
戸
時
代
に
戻
っ
た
か
の
よ
う

な
町
並
み
で
し
た
。
宿
泊
場
所

は
別
府
市
内
の
ホ
テ
ル
で
宴
会

前
に
さ
っ
ぱ
り
し
た
い
と
、
皆

さ
ん
温
泉
へ
向
か
っ
て
い
ま
し

た
。
宴
会
会
場
に
は
食
べ
き
れ

な
い
程
の
豪
華
な
夕
食
が
沢
山

並
ん
で
い
ま
し
た
。
宴
会
も
盛

り
上
が
り
、
竹
松
第
二
分
会
の

松
崎
萩
夫
さ
ん
が
、
こ
の
日
の

為
に
と
準
備
し
て
き
た
衣
装
を

ま
と
っ
て
余
興
が
始
ま
り
ま
し

た
。
会
場
は
大
拍
手
と
笑
い
声

に
包
ま
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
ま
で

出
て
最
高
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
宴
会
の
後
は
、
夜
遅
く
ま

で
別
府
の
夜
を
楽
し
む
人
、
再

び
温
泉
を
楽
し
む
人
と
様
々
で

し
た
。
二
日
目
は
、
九
重
・
夢

大
吊
橋
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し

た
。
到
着
し
た
時
は
霧
が
あ
り

何
も
見
な
い
状
況
で
し
た
が
、

橋
を
渡
る
と
き
に
は
嘘
の
よ
う

に
霧
が
消
え
、
す
ば
ら
し
い
紅

葉
を
楽
し
め
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
阿
蘇
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
ま
で

紅
葉
を
見
な
が
ら
行
き
、
食
事

を
取
っ
て
二
日
目
の
観
光
を
終

わ
り
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
の

中
で
も
、
み
な
さ
ん
元
気
に
旅

行
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

賑
わ
い
の
ま
ま
無
事
に
大
村
へ

到
着
し
ま
し
た
。
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
支
部
旅
行
に
な
り
ま

し
た
。

（
立
野
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

〜
沢
山
の
賞
品
で
、
大
盛
り
上
が
り
〜

季
節
外
れ
の
台
風
も
東
へ
逸

れ
、
時
お
り
強
い
秋
風
の
吹
く

肌
寒
い
十
月
三
十
日
�
、
中
央

支
部
で
は
長

崎
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
選

手
・
応
援
含

め
て
四
十
一

名
の
参
加
で

第
四
回
目
と

な
る
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
し

た
。午

後
七
時
、

開
会
式
を

早
々
に
済
ま
せ
若
干
の
練
習
後
、

ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
。
レ
ー
ン
に

は
い
つ
も
通
り
勢
い
よ
く
ピ
ン

の
倒
れ
る
爽
快
な
音
と
歓
喜
の

声
で
皆
さ
ん
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

今
回
は
過
去
三
回
の
優
勝
者

が
不
参
加
と
あ
っ
て
群
雄
割
拠

の
混
戦
模
様
の
中
、
福
田
分
会

の
大
石
直
巳
さ
ん
が
、
二
ゲ
ー

ム
ト
ー
タ
ル
三
四
九
点
の
見
事

な
ス
コ
ア
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
応
援
者
の
方
も
含
め

参
加
者
全
員
の
四
分
の
三
の
確

率
で
賞
品
が
当
た
る
表
彰
式
で

は
、
成
績
上
位
五
名
の
外
は
ク

ジ
引
き
に
よ
る
飛
賞
と
あ
っ
て
、

皆
さ
ん
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
自

分
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
の
を
心

待
ち
に
最
後
ま
で
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
坂
口
）
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本
部
主
婦
会

北
松
支
部

日
帰
り
旅
行
会

〜
百
名
の
参
加

最
後
は「
河
内
お
と
こ
節
」で
終
了
〜

十
月
二
十
六
日
�

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の

下
、
建
設
長
崎
本
部

主
婦
会
日
帰
り
旅
行

会
が
稲
佐
山
温
泉

「
ア
マ
ン
デ
ィ
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
各
地
よ
り
九
一

名
の
主
婦
会
の
皆
さ

ん
と
書
記
局
を
含
め

て
百
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
馬
場
副
会
長

の
開
会
の
あ
い
さ
つ

で
始
ま
り
岡
�
会
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、

相
川
執
行
委
員
長
、

金
子
県
議
と
来
年
の

県
議
選
に
向
け
て
団
結
し
て
闘

お
う
と
力
強
い
あ
い
さ
つ
を
受

け
ま
し
た
。

会
場
か
ら
の
眺
め
は
と
て
も

す
ば
ら
し
く
、
長
崎
の
港
が
眼

下
に
広
が
り
風
頭
方
面
や
旭
大

橋
・
大
波
止
の
ビ
ル
群
等
々
秋

の
陽
を
浴
び
て
浮
き
上
が
っ
て

見
え
、
み
な
さ
ん
そ
の
景
色
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
金
子
副
会
長
の

進
行
で
始
ま
り
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン

ゲ
ー
ム
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
カ
ラ
オ

ケ
や
温
泉
を
楽
し
み
、
最
後
は

全
員
で
「
河
内
お
と
こ
節
」
を

踊
っ
て
、
渡
辺
副
会
長
の
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で
楽
し
か
っ
た
旅

行
会
を
盛
会
裡
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
堀
川
）

龍
馬
に
か
わ
っ
て
長
崎
を
舞

台
に
活
躍
し
た
人
、
そ
れ
は
梅

屋
庄
吉
で
す
。

長
崎
の
経
済
発
展
を
図
る
に

は
、
お
隣
り
、
特
に
中
国
の
上

海
と
の
交
流
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

上
海
は
一
、
四
〇
〇
万
人
の
人

口
で
、
中
国
で
も
三
・
四
番
目

の
大
都
市
で
す
。
梅
屋
庄
吉
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
行

な
わ
れ
ま
し
た
上
海
の
万
国
博

で
も
特
別
展
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。長

崎
出
身
の
梅
屋
庄
吉
（
一

八
六
八
〜
一
九
三
四
）
は
孫
文

（
一
八
六
六
〜
一
九
二
五
）
と

「
君
は
兵
を
挙
げ
よ
、
我
は
財

を
も
っ
て
支
援
す
」
と
の
盟
約

を
結
び
、
現
在
の
貨
幣
価
値
で

一
兆
円
を
越
え
る
革
命
資
金
を

提
供
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

梅
屋
庄
吉
は
孫
文
の
革
命
後
、

袁
世
凱
の
専
制
体
制
復
活
に
よ

り
再
び
命
を
ね
ら
わ
れ
、
亡
命

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
亡
命

先
と
し
て
選
ん
だ
国
が
日
本
で
、

梅
屋
庄
吉
を
頼
っ
て
一
九
一
三

年
に
来
日
し
て
い
ま
す
。

そ
の
所
在
と
し
て
は
、
長
崎

市
の
史
跡
と
し
て
「
孫
文
先
生

故
縁
の
地
」
と
し
て
浜
の
町

ア
ー
ケ
ー
ド
加
治
屋
町
側
に
位

置
す
る
「
つ
る
茶
ん
」
横
に
石

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

元
々
、
浜
ノ
町
の
鉄
橋
近
く

に
梅
谷
商
店
が
有
っ
た
よ
う
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
「
梅
屋
庄

吉
宅
跡
」
等
の
梅
屋
庄
吉
を
示

す
よ
う
な
標
識
は
長
崎
中
探
し

て
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
長
崎
さ
る
く
」
の
検
索
で

も
残
念
な
が
ら
出
て
き
ま
せ
ん
。

中
国
で
ず
ば
抜
け
た
知
名
度

を
誇
る
「
孫
文
」
の
全
面
的
な

支
援
者
が
長
崎
に
在
住
し

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を

中
国
本
土
全
体
に
知
っ
て

も
ら
う
最
高
の
舞
台
が
、

今
そ
ろ
い
ま
し
た
。

そ
の
舞
台
で
あ
る
長
崎

に
、
孫
文
に
関
し
て
の
記

念
す
る
も
の
が
単
に
「
孫

文
先
生
故
縁
の
地
」
の
石

碑
が
一
本
だ
け
で
は
、
さ

み
し
い
限
り
と
思
い
ま
す
し
、

観
光
の
目
玉
ど
こ
ろ
で
は
有
り

ま
せ
ん
。

長
崎
の
人
達
に
、
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い「
梅
屋
庄
吉
」

を
、
ま
ず
地
元
長
崎
の
人
達
に

浸
透
さ
せ
、
そ
れ
を
通
じ
て
観

光
に
生
か
す
た
め
、
早
急
な
現

地
の
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

長
崎
の
経
済
活
性
化
の
為
に

も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

十
月
二
十
四
日
、
日
曜
日
、

天
気
雨
。
せ
っ
か
く
の
支
部
旅

行
で
し
た
が
、
雨
の
中
、
山
口

県
は
萩
方
面
へ
出
発
。

し
か
し
バ
ス
の
行
程
は
順
調

そ
の
も
の
。
悪
天
候
で
も
渋
滞

に
遭
わ
ず
、
予
定
よ
り
も
早
く

第
一
観
光
ポ
イ
ン
ト
海
峡
ゆ
め

タ
ワ
ー
に
到
着
。

昼
食
は
、
唐
戸
市
場
横
の
カ

モ
ン
ワ
ー
フ
で
頂
く
事
に
。
雨

で
店
の
前
ま
で
バ
ス
が
着
く
プ

チ
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
遇
。
お
腹
も
膨
れ

「
雨
上
が
れ
ば
イ
イ
ね
」
と
言

い
つ
つ
次
の
目
的
地
、
青
海
島

へ
移
動
。

バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
も
組
合
員

さ
ん
方
の
空
気
に
な
れ
て
き
た

の
か
、
違
和
感
な
く
と
け
込
み

慇
懃
無
礼
連
発
な
が
ら
も
笑
い

絶
え
な
い
バ
ス
車
内
、
こ
れ
が

百
戦
錬
磨
の
実
力
な
の
か
！

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
青
海
島

へ
到
着
し
、
現
地
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
を
乗
せ
渡

島
。
な
ん
で
も
夏
ミ
カ
ン
の
原

木
が
あ
る
島
ら
し
く
、
何
と

か
っ
て
婆
ち
ゃ
ん
が
浜
辺
で

チ
ュ
ッ
チ
ュ
し
て
る
時
に
拾
っ

た
種
か
ら
育
っ
た
の
が
夏
ミ
カ

ン
だ
っ
て
話
。

青
海
島
帰
り
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
の
半
生
・

純
情
青
年
編
を
小
耳
に
入
れ
つ

つ
お
土
産
屋
へ
、
何
と
こ
こ
に

き
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ

ん
が
土
産
屋
の
売
り
子
に
転
身
、

同
じ
も
の
を
四
つ
買
え
ば
一
つ

サ
ー
ビ
ス
と
皆
さ
ん
の
購
買
意

欲
を
く
す
ぐ
り
財
布
の
紐
は
緩

み
放
題
。
カ
ゴ
が
モ
ッ
サ
リ
し

て
お
り
ま
す
ぞ
皆
さ
ん
方
。

さ
て
、
日
付
変
わ
っ
て
翌
朝
。

夕
べ
の
宴
会
の
余
韻
が
冷
め
や

ら
ぬ
中
、
黄
檗
宗
（
オ
ウ
バ
ク

シ
ュ
ウ
）
東
光
寺
か
ら
萩
城
下

町
散
策
へ
。

萩
の
街
は
戦
火
を
免
れ
、
昔

か
ら
の
町
並
み
が
そ
の
ま
ま
現

存
し
て
い
る
ら
し
く
、
江
戸
時

代
の
地
図
が
そ
の
ま
ま
使
え
る

珍
し
い
街
。
重
要
文
化
財
の
建

ち
並
ぶ
路
地
は
、
ゆ
っ
く
り
と

時
間
が
過
ぎ
て
行
く
よ
う
で
し

た
。と

は
い
っ
て
も
や
は
り
旅
行
、

時
間
は
限
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、

最
後
の
目
的
地
徳
佐
で
リ
ン
ゴ

狩
り
に
。

何
と
こ
の
徳
佐
、
西
日
本
で

最
大
の
リ
ン
ゴ
生
産
量
を
誇
る

地
域
。
前
日
も
雨
の
中
観
光
客

が
リ
ン
ゴ
狩
り
を
楽
し
ん
で

い
っ
た
そ
う
で
、
皆
さ
ん
の
袋

も
結
構
パ
ン
パ
ン
で
す
よ
。

ま
ぁ
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
自

分
も
、
ジ
ャ
ム
用
の
リ
ン
ゴ
を

箱
買
い
し
ま
し
た
が
（
笑
）

お
天
気
の
悪
い
二
日
間
で
し

た
が
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
楽
し

い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

（
小
野
）

住
宅
デ
ー

〜
悪
天
候
の
中
、二
百
十
四
本
の
包
丁
を

研
ぎ
上
げ
る
〜

鹿
町
分
会
で
は
、
十
月
二
十

四
日
�
に
、
鹿
町
文
化
祭
に
参

加
し
、
包
丁
研
ぎ
を
行
い
ま
し

た
。会

場
は
悪
天
候
の
為
、
テ
ン

ト
も
立
て
る
事
が
で
き
ず
、
公

民
館
の
軒
先
を
利
用
し
て
、
研

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
で
四
回
目
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
雨
の
降
り
し
き
る
中
、

常
連
の
方
を
含
め
た
く
さ
ん
の

包
丁
を
持
っ
て
見

え
ら
れ
、
受
付
は

混
雑
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
研
ぎ
手

が
十
七
名
と
多
く
、

お
客
さ
ん
を
長
く

待
た
せ
る
こ
と
も

な
く
、
二
百
十
四
本
を
ス
ム
ー

ズ
に
研
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
、
そ
の
中
で
も
、
鉋
の
刃

や
、鎌
、鋏
等
は
組
合
員
さ
ん
も

苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
市
職
員
さ
ん
と
、
会

場
の
片
づ
け
を
手
伝
い
、
組
合

員
の
作
業
場
で
打
ち
上
げ
を
行

い
ま
し
た
。

（
渕
上
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

田
中

祐
二

萩
原

正
清

松
田

直

川
久
保

豊

中
野

芳
行

湯
村

保

前
田

修
一

川
久
保
喜
重

川
久
保

修

田
中

誠
二

川
尻

誠

筒
井

健
二

須
藤

輝
久

坂
中

善
男

近
藤

力
也

池
田

茂
夫

和
田

茂
史

県
議
会
だ
よ
り

３８

佐世保中央支部 ～雨にも負けず観光に買物。
山口、萩を堪能～

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎
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平
成
二
十
一
年
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
頃
と

比
べ
て
、
今
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
患
者
さ
ん
は
全
国
的

に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
一
度
流
行
が
お
さ
ま
っ
て

も
再
流
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

決
し
て
安
心
は
出
来
ま
せ
ん
。

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

補
助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
。）
に
係
る
自
己
負
担

の
費
用
が
一
回
に
つ
き
一
、
五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
一
、
五

〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助
い

た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
例
）
一
月
十
日
に
予
防
接
種

を
し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
一

日
迄
に
申
請
が
必
要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

�
被
保
険
者
証
�
予
防
接
種

の
費
用
と
わ
か
る
領
収
書
及
び

明
細
書
等
�
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
助
成
対
象
期
間
》

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十

一
日
迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
※
こ
の
期
間
の
う
ち
、
実
際

に
ワ
ク
チ
ン
を
う
て
る
日
は
市

町
村
や
医
療
機
関
毎
に
異
な
る

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
窓
口
や
接
種
を
予

定
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

予
防
の
為
、
ま
た
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
の
重
症
化
を
防

ぐ
為
に
も
早
め
に
受
け
ま
し
ょ

う
！
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健
康
保
険
適
用
除
外
未
申
請
者

長
建
国
保
脱
退
へ

次
の
�
〜
�
に
該
当
す
る
組

合
員
の
皆
様
は
健
康
保
険
法
に

よ
り
健
康
保
険
適
用
除
外
（
厚

生
年
金
加
入
）
の
承
認
申
請
が

必
要
で
す
。

�
長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

組
合
員
で
、（
新
た
に
）
法
人

事
業
所
を
設
立
し
た
方

�
長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

組
合
員
で
、
五
人
以
上
の
従
業

員
を
有
す
る
個
人
事
業
主
と

な
っ
た
方

�
健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認

済
事
業
所
の
事
業
主
で
、
新
た

に
従
業
員
を
雇
用
し
長
建
国
保

に
加
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合

組
合
で
は
厚
生
労
働
省
の
指

導
に
よ
り
、
�
〜
�
に
該
当
す

る
際
に
は
必
ず
健
康
保
険
適
用

除
外
の
承
認
申
請
を
行
う
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

承
認
申
請
を
行
わ
な
い
場
合
、

「
長
建
国
保
の
加
入
資
格
に
該

当
し
な
い
者
」
と
み
な
す
た
め

長
建
国
保
を
脱
退
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
制
約
が
あ
る
た
め
で

す
。�

〜
�
に
該
当
さ
れ
る
皆
様

が
長
建
国
保
の
組
合
員
と
し
て

残
る
に
は
、
年
金
事
務
所
か
ら

の
健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認

を
受
け
る
と
と
も
に
厚
生
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
反
面
、
承
認
申
請
を

し
な
い
方
は
「
長
建
国
保
脱

退
」
と
い
う
厳
し
い
状
況
で
す
。

組
合
で
は
該
当
さ
れ
る
皆
様

に
は
現
状
維
持
を
基
本
に
ご
理

解
を
求
め
て
い
ま
す
。
健
康
保

険
適
用
除
外
の
承
認
申
請
を
し

て
い
な
い
事
業
主
組
合
員
の
方

は
、
早
急
に
所
定
の
申
請
手
続

き
を
行
っ
て
下
さ
い
。
具
体
的

な
手
続
き
等
に
つ
き
ま
し
て
所

属
支
部
、
又
は
長
建
国
保
事
務

局
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

組
合
員
の
皆
さ
ん

「
ゆ
う
ち
ょ
」
口
座

変
更
あ
り
ま
せ
ん
か
？

療
養
付
加
金
の
受
取
口
座
と

し
て
、
長
建
国
保
に
加
入
し
て

い
る
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
ご

本
人
名
義
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
郵
便
局
）
の
口
座
番
号
等
の

届
出
（
登
録
）
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

組
合
で
は
、
届
出
さ
れ
た
口

座
に
対
し
て
療
養
付
加
金
を
自

動
振
込
に
よ
り
毎
月
支
給
し
て

い
ま
す
が
、
組
合
に
届
出
済
の

口
座
番
号
や
口
座
名
義
の
フ
リ

ガ
ナ
に
誤
り
が
あ
り
ま
す
と
、

療
養
付
加
金
が
発
生
し
て
も
振

込
（
支
給
）
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

例
え
ば
、
口
座
名
義
の
フ
リ

ガ
ナ
で「
ヅ
」と「
ズ
」、「
ヂ
」

と
「
ジ
」、
の
よ
う
に
発
音
は

同
じ
で
も
文
字
が
異
な
る
場
合

が
あ
る
た
め
、「
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
登
録
の
フ
リ
ガ
ナ
」
と
「
組

合
登
録
の
フ
リ
ガ
ナ
」
が
異
な

り
ま
す
と
振
込
が
停
止
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
組
合
に
登
録
済
の
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
の
口
座
を
解
約
・

変
更
し
た
場
合
で
、
組
合
に
変

更
の
届
出
を
し
な
い
限
り
療
養

付
加
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
更
に
、
組
合
へ
の

口
座
変
更
の
届
出
を
怠
り
、
変

更
前
の
旧
口
座
番
号
等
の
登
録

の
ま
ま
長
期
間
放
置
さ
れ
ま
す

と
、
ご
本
人
と
全
く
無
関
係
の

第
三
者
の
口
座
に
振
込
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
担
当
者
か
ら
の
指
導
）。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口
座
を
変
更

し
た
と
き
は
速
や
か
に
組
合
へ

届
出
下
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

組
合
で
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

に
対
し
て
皆
さ
ん
か
ら
届
出
さ

れ
た
口
座
番
号
等
の
照
会
作
業

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
相
違
が
あ
る
点
に

つ
い
て
は
随
時
、
該
当
す
る
組

合
員
の
皆
様
に
ご
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
変
更
等
の
手
続
き
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
今
一
度
、

ご
自
分
の
口
座
番
号
や
フ
リ
ガ

ナ
な
ど
の
点
検
と
確
認
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も

療
養
付
加
金
の
円
滑
な
支
給
事

務
処
理
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

《補助例》

（例１）
インフルエンザの予防接種を１回接種し、４，０００円の接種費用を支払っ
た場合。

４，０００円（接種費用）－１，５００円（控除額）＝２，５００円（補助額）

（例２）
インフルエンザの予防接種を１回接種し、１，０００円の接種費用を支払っ
た場合。

１，０００円（接種費用）－１，５００円（控除額）＝－５００円�０円（補助額）

※自治体の助成（小児及び高齢者等）により予防接種の窓口負担（支払額）が１，５００
円未満であった場合は、補助事業の対象となりませんのでご注意下さい。

長
建
国
保

巡
回
型
健
診
を

諫
早
、
佐
世
保
で
実
施

〜
諫
早
六
十
五
名
、
佐
世
保
七
十
名
が
受
診
〜

こ
の
度
長
建
国
保
で
は
よ
り

多
く
の
皆
様
に
健
康
診
断
を
受

診
し
て
い
た
だ
く
為
に
、
十
月

三
十
一
日
�
に
諫
早
文
化
会
館

で
、
十
一
月
七
日
�
に
佐
世
保

市
民
会
館
で
そ
れ
ぞ
れ
巡
回
型

健
診
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
中
央
支
部
や
島
原
支

部
の
組
合
員
さ
ん
も
来
ら
れ
、

「
平
日
は
仕
事
で
な
か
な
か
行

け
な
か
っ
た
の
で
日
曜
日
で
よ

か
っ
た
」、「
基
本
項
目
の
他
に

オ
プ
シ
ョ
ン
で
色
々
な
検
査
を

追
加
し
て
受
診
出
来
る
の
が
よ

か
っ
た
」、「
な
か
な
か
病
院
に

い
か
な
い
の
で
こ
う
い
う
機
会

は
あ
り
が
た
い
」
等
、
と
て
も

好
評
で
し
た
。
午
前
九
時
半
か

ら
受
付
を
開
始
し
て
、
事
前
に

六
〜
七
名
ず
つ
十
五
分
刻
み
で

案
内
を
出
し
て
い
た
事
も
あ
り
、

特
に
混
乱
も
な
く
皆
さ
ん
検
査

を
終
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
し

た
。
午
後
一
時
前
に
は
健
診
も

全
て
終
わ
り
、
結
果
と
し
て
諫

早
で
は
六
十
五
名
の
方
が
、
佐

世
保
で
は
七
十
名
の
方
が
そ
れ

ぞ
れ
今
回
受
診
を
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
国
保
補
助
金
等
の

対
象
と
な
る
特
定
健
診
の
実
施

率
を
向
上
さ
せ
る
為
に
、
試
験

的
に
諫
早
と
佐
世
保
の
二
会
場

で
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
は
今
回
の
実
施
状
況
や
皆
様

の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど
を
踏
ま

え
、
来
年
度
以
降
も
継
続
的
に

他
の
地
区
も
含
め
て
実
施
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

健診、実施
の様子
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